
 
 

 
        平成 18 年 11 月 21 日 

各    位 

会 社 名  アールビバン株 式 会 社  

代表者名 代表取締役社長  野澤 克巳 

問合せ先 経営企画室長  栗田 実 

電話番号 03－5159－7177 

（コード番号  7523 JASDAQ ） 
 

平成 19 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

  平成 18 年５月 23 日に公表した平成 19 年３月期の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 19 年３月期 通期連結業績予想の修正等（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

                                     （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

 前 回 予 想（Ａ） 11,000 1,460 730 

 今 回 修 正（Ｂ） 9,860 820 △ 380 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,140 △ 640 △ 1,110 

 増       減       率 △ 10.4％ △ 43.8％ － 

 [参  考] 前 期 実 績 

（平成 18 年３月期） 
10,788 2,111 785 

  

２．平成 19 年３月期 通期単独業績予想の修正等（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

                                     （単位：百万円） 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益 

 前 回 予 想（Ａ） 5,700 140 50 

 今 回 修 正（Ｂ） 4,400 △ 370 △ 1,220 

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 1,300 △ 510 △ 1,270 

増       減       率 △ 22.8％ － － 

 [参  考] 前 期 実 績 

（平成 18 年３月期） 
7,157 1,106 130 

 

３．修正理由 

 売上高につきましては、当中間期においてアート関連事業のうちスタンダードアート部門の催

事が低調だった事や、リゾート事業において客室稼働率が伸び悩んだ事等の厳しい状況が下期も

継続すると判断し、連結・単独売上とも当初予想を下回る見通しであります。 

経常利益につきましては、販売変動費や固定費圧縮に努めるものの、売上高の減少により、前

回の業績予想に対し連結で 640 百万円減の 820 百万円、単独では 510 百万円減の△370 百万円とな

る見通しであります。 

当期純利益につきましては、当中間期において商品評価損 648 百万円を特別損失に計上する事

等により、前回の業績予想に対し、連結で 1,110 百万円減の△380 百万円、単独では繰延税金資産

178 百万円を取崩した事等により、1,270 百万円減の△1,220 百万円となる見通しであります。 

なお、中間業績予想の修正（連結・単独）につきましては、平成 18 年 11 月 15 日にお知らせし

ております。 

以  上 


